
17・18世 紀の日本 とオランダの都市住居生活 と物質文化の実態比較
一考古資料等から見た文化影響について一

主査 小 林 克*1

委員 松 井 か お る*2,堀 内 秀 樹*3,ヤ ン ・バ ー ト*4s松 崎 亜 砂 子*5

17・18世 紀の日本 とオランダの都市住居生活と物質文化の実態,相 互の影響 を,江 戸(東 京)と アムステルダムの発

掘データに基づき比較 ・分析 した。具体的には比較の視点を研究委員会で決め,本 論文では主にアムステルダムから発

掘 された遺物,遺 構の実測図を掲載 し分析 した。ここでは,デ ータを具体的に提示で きた事 とともに,以 下の成果が得

られた。(1)ア ムステルダムで18世 紀初頭のキッチンの誕生が確認された。(2)桟 瓦がオランダの影響で誕生 したとする

仮説が補強された。(3)そ の他い くつかの生活容器 にオランダか らの影響が想定 され,喫 煙や茶等の容器 にも相互影響

があ り,実 際 に物が移動 していた。(4)埋 立ての工法や給水遺構等,生 活遺構の差異が明 らかになった。
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   This report analyzed and compared the actual conditions of the urban life-style and the interaction between Japan and 

Netherland based on the excavation data in Edo (Tokyo) and Amsterdam. An analysis of the drawings of artefacts and features in 
the excavation in Amsterdam mounted on this report produces some practical results as follows: (1) the confirmation of the 
emergence of a kitchen in the 18th century in Amsterdam, (2) the reinforcement of a hypnosis that the Netherland influence gave 

the rise of pan tiles in Japan, (3) the confirmation of movements of some items by exmaining some domestic household utensils 
such as tea utensils and tobacco which are characteristics of the Netherland tradition and recognised the interaction between Japan 
and Netherland, (4) the discovery of the differences between Japan and Netherland about their living features such as the the 

methods of reclamation and a water supply system.

1.は じめに

1.1研 究の背景 と目的

江戸時代 を通 じ,オ ランダは欧米の中で,唯 一日本 と

通商を行 っていた国である。近世 日本社会においては,

オランダからの文化的な影響は大 きなものがあった。で

は,当 時のオランダと日本の衣食住生活はどういった差

異があったのか,ま た相互の基礎的生活に関する文化一

生活文化が どのように影響 を与えあったのか という事に

ついては,研 究の対象 となっていなかった。

一方20世 紀後半,世 界各地で都市の再開発に伴い,比

較的新 しい時代,17世 紀以降をも対象とした発掘が活発

に実施 される。そうした中で,江 戸やアムステルダムか

ら,相 互の国で作 られた資料が出土 してお り,生 活文化

の中にもお互いの国の文化的影響が想定された。その後,

江戸東京博物館で東京,ア ムステルダム他の都市の出土

遺物を展示 した刻 。ここでは発掘資料 に基づ く文化比

較の可能性 に着眼する事ができたが,そ の分析を行 う事

は,以 後,私 たちの研究テーマとなっていった。

今回の研究では,両 国の17・18世 紀都市生活の中で衣

食住の状況を調べ,物 質文化の搬入や影響 について明ら

かにする。そのため,発 掘調査で検出された遺物 ・遺構

を比較の主対象 とし,資 料を提示 ・分析する。

1.2研 究の方法

発掘資料での比較を行 うため,ア ムステルダム,江 戸

の検出遺物 ・遺構 について,あ らか じめ決められた視点

か ら,そ の特徴 を明らかにする。分析視点は,事 前にア

ムステルダム市のヤ ン ・バー ト氏 も交 えて検討 し,下 記

の点 とした。その上で,資 料 について,選 定 ・実測 ・写

真撮影を進め,研 究会を開き,平 戸 ・長崎の出土資料を

調査 した後,分 析 ・検討 を行った。

よって以後の章では個別事例を両都市ごとに示 し,最
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後に比較検討の結果について述べる。なお,紙 数の都合

か ら,ア ムステルダムの発掘調査のデー タは極力提示 し

たが,江 戸等日本のデータは必要最小限とした。アムス

テルダムのデータについては研究委員ヤン ・バー トがま

とめたが,一 部研究会の討議内容に基づ き補足 している。

〈調査項 目〉

ア.都 市施設 ・生活遺構

(1)都市の埋立 て と区画,(2)都 市住居 に関する基

礎 ・使用方法,(3)ゴ ミ ・大小便廃棄の遺構iとシス

テム,(4)水 の給排水遺構 とシステム,(5)屋 根瓦

イ.生 活の道具 ・容器 とその使用方法

(1)照明具,(2)茶,(3)喫 煙具,(4)関 連するその他

の生活容器

2.ア ム ステルダムの発掘 調査

2.1ア ム ステルダム の歴 史 と発掘 調査

オラ ンダ国 内で も,い くつかの都 市でL7・ ユ8世紀 を対

象 とした発 掘調査 が実施 されて いるが,一 番 多 く実施 さ

れ,資 料 が蓄積 されてい るのが アムステ ルダムであ った。

ま た ア ム ス テ ル ダ ム はVOC(VereenighdeOostIndisch

Compagnie:オ ラ ンダ東 イ ン ド会 社)の 中心 であ る事 か

ら,オ ランダの事例 と してふ さわ しい と言 える。

現在 の オラ ンダ ・ベ ルギー地域 は,中 世後半 か らスペ

イ ン領 であ ったが,ア ン トワー プを始 め とす る貿 易都 市

が存在 し,ア ムステル ダム も16世 紀 中葉か ら活況 を呈 し

て いた。1568年 か ら独立戦 争が始 まるが,ア ン トワー フ.

陥 落後 は,ア ムステル ダムが貿 易 の中心 都市 とな ってい

く。 オ ランダはその正式名 称 をネーデル ラン トと言 う事

で も明 らか なよ うに,全 国土が低地 であ り,ア イセル海

を中心 として古代 よ り沈下 傾向が続 いてい る旧 。

16世 紀 末か らアムステ ル ダム は黄 金時代 を迎 え,市 域

も順次拡 大 し(図2-1,2),1602年 に は,東 イ ン ド会社

が設立 され,1609年 に は念 願のスペ イ ンか らの独 立を果

たす。 しか し17世 紀 後半 にはイギ リスに敗れ,阯 界の貿

易の主導権 は次第 に イギ リスへ と移 ってい く。18匿 紀 末

にはナポ レオン軍 の侵 入 に より,オ ラ ンダ共和 国は崩壊,

オ ラ ンダ東 イン ド会社 も解 散す る,、

12世 紀 頃,ア ムステル川 河口の 自然堤 防上 に人 々が住

み始 める。13世 紀 には商人 や職 人が 多 く居 住 し,町 の周

囲 には堤 防(ダ ム)が 築か れ,1300年 頃 には 自治権 を獲

得 している。以後,町 は発 展 し,16世 紀 前 半 には教 会や

造船所 をは じめ とする多 くの建物 が密集 した町 とな り,

運 河 と新 しい町 の区画が次 々 とで き上が り,町 を囲む周

囲の堤 防,つ ま りダム上の 五角形 の突 出部 に,市 内部 が

外側 よ り低 い ため,排 水用 の風 車が設置 されて いた。

アムステ ルダム市 内の発掘 が開始 されたのは,1954年

で ある文2)。当初 は開発 に伴 う偶 発的 なii周査 であ ったが,

1972年 地 下鉄 の建設 に伴 う発掘調査 の ため,ア ム ステル

ダム市考 占局が常設され,以 後,再 開発に伴 う発掘調査

を継続的に実施 してきている。調査 した地点は,教 会,

造船所,住 宅等多種の遺跡を発掘 している(図2-2)。

2.2都 市生活遺構

2.2.1都 市の埋立てと区画

A;変 遷12世 紀以前,ア ムステル川の両側の自然堤防

上に道ができ,そ の両側に家々が立ち並び,道 と反対側

の川を個人が埋 立てた(図2--3④)。 これが一番最初の埋

立てである。13世 紀には職人の住居が並んでいた。次 に

14世紀には共同の埋立てや,有 力商人による埋立てが行な

われた。14世 紀後半になると海中のある区画,川 の中の区

画と,計 画的に運河と道路を作 りながら埋立てていった。



16世紀後半からは川や運河か ら,直 接倉庫 に船が着け

るように埋立てた(図2-3⑤)。 つ まり埋立てには二つ

の意味があった。一つは,土 地を作 るという事で,も う

一つは
,船 が直接倉庫に接岸で きるように,な だらかな

傾斜地をなくすとい う事であった。

B;工 法 北 ヨーロッパ には二つの埋立ての工法があっ

た、,一つは木製の四角いボックスを作 り,そ の中に土を

入れる方法で,こ れはスカンジナビア地方のや り方であ

り,ア ムステルダムで も写真2--1の ように,17世 紀以前

はこの工法が採 られていた。もう一一つは,板 と杭で地盤

を縦 ×横方向で抑 えて,そ こに土を入れていく工法で,

アムステルダムでも17世紀 に入るとこの工法が取 られる

ようにな り,図2-4に 見える四角形の地区 もこの工法に

より,埋 立て られた。ちなみにこの工法はロンドンで古

くか ら行われてお り,ロ ッテルダムでも発掘で確認され

ている。アムステルダムでは埋立ての土は,船 が通 りや

すい ように海や運河の底から凌った土を入れたが,一 番

底に葦 を敷いた事例や,粘 土 とゴミを交互に積み上げた

事例 も発掘 されている。

C;利 用 図2-4は,発 掘調査 された地域(現 在のワー

テルロー広場)で あるが,17世 紀初めに埋立てられて,

住宅地 とされた典型的な区域である。ここは,市 が埋立

てて,十 字の道により4分 割 された区画を販売 し,そ れ

を有力商人が買い取 り,家 を建てて一般の市民に売った

(実情は大商人と市は同一の様相 を呈 していた)。 このよ

うに16世紀末～17世 紀には,埋 立てを市が計画的に行い,

運河で囲 まれた市街地を次々と作成 してい く事が一つの

牌衛であった.

2.2.2都 市住居に関する基礎 ・使用方法

A;基 礎 図2-5は,1855年 に描かれた地下に杭を打つ

方法で,杭 の長さは7～8mで あった。最初に穴を掘 り,

小 さい鍾を付け杭を打ち込み,だ んだんと重い鍾に換え

てい く。17世 紀にはこのような様子 を絵に見 る事ができ

るが,14世 紀の杭 も人力だけでは無理なので,似 た機械

があったと考えられる。杭 を地中に打 ち込んだ後,最 後

は杭の上部を切 って水平 にする。 この技術はローマ人が

開発 したものである。写真2-2は14世 紀代の建物の基礎

で5～7mの 長 さであった。16世 紀 になるとスカンジナ

ビアから長 さ10～12mの 松材が輸入されるようになり,

それで地下の比較的硬いシル ト層にまで杭が到達するよ

うになった。現在はコンクリー ト製の長さ20m程 の杭 を,

さらに深いシル ト層にまで打 ち込んでいる。

図2-6は 基礎杭の工法で,上 は17世 紀まで,下 は17世

紀以降20世 紀初頭 まで続いた。杭の上 に厚板を置き,釘

を打ってその上にレンガを積んだので,杭 が腐 った りす

ると,レ ンガ壁が崩れたり傾いたりする。図2-6,1の 基

礎は根元から弛むので,水 平 を保ちに くかった。図2-7

にあるように杭を2本 の間に1本(補 助杭)打 ち込む形

の基礎(図2-6,2)が 一般的だった。

基礎の横板(写 真2-3)は オークで,16世 紀 にはアム

ステルダム市が基準 を作 り,厚 さや作 り方 も規定されて

いた。



B;家 とその配置 家の木材はほとんどがスカンジナビ

ア地方か ら輸入された。図2-4に 見える住宅地の外側は,

木材置場や倉庫で,そ こに小舟が直接接岸 している。当

時 も今 も一軒の家に2,3家 族で住むのが通常のスタイ

ルである。個人の部屋があるのは非常に金持ちの家庭だ

けだった。通常,1階 の表は店や仕事場で,居 間や寝室

は奥にあった。2階 は居間で,一ヒ層の階は洗濯 ものを干

す場 として使われた りしていた、,裏庭はおおよそ縦割 り

で区画 され,各 家用 として分割 ・所有 されていた。

C;台 所 と暖炉17世 紀後半まで台所はな く,「暖炉」

(以後,「 炉」 という)が 暖を取 る場であると共に,煮 炊

きの場でもあった(写 真2--4)。 中世 には家の中央部に

炉があったが,大 抵一部屋程度であった、16世紀後半か

ら,図2-8の ように炉は普通狭い路地側の壁面に構築 さ

れ,各 階の炉に伴 う煙突が平行 して屋根の ヒに出て,大

きな煙突の中に小 さい煙突がある形であった,、17世紀後

半,金 持 ちの家では,夏,部 屋で火を焚 くと暑いので,

裏庭に家と離れた形でサマーキ ッチ ンが作られ始める。

18世紀 になると,こ れが一般的 となり,家 に接 して建て

られるようになる。18世 紀代の家(図2--7No.26)の

裏庭側左 はキッチンで,セ スピット(ゴ ミ捨て穴〉の上

に基礎 を作 り,キ ッチ ンを建てている,,

2.2.3ゴ ミ ・大小便廃 棄の遺構 とシ ステム

図2-9は 発 掘 され た町の一角で ある,、数字 のわ きに印

が ある遺構 はセス ピ ッ トと言い,ゴ ミ穴で ある。17世 紀

代のセ ス ピッ トは底 に板が敷かれ,周 囲は レ ンガ を積み

上げた ものが 一般的で,形 態 には丸 と四角がある(図2-

10)(=セ ス ピ ッ トの 中 には大,小 便 も捨 て た。家の便 所

か ら流 れてい った り,直 接 オマ ルで捨 て られ た りも した。

セス ピ ッ トの上 には開 口部があ り,5,6年 に一度 は中の

掃除 を した。 セス ピッ トの内容物 は農家が肥料 と して持

ってい き,そ の後 に中に砂 を被せ撒 く事 もあ った(図2-

11)、Jユ7世 紀 は金持 ちだけであ っ たが,18世 紀 にな る と

誰で も レンガでセ ス ピッ トを作 るようにな り(写 真2-5),

さ らに四角い形 が多 くなる。写真2-6の 遺 構 は基礎 か ら

続 けて作 られ たセス ピッ トで,こ の方が安 くで きた。 つ

ま り17世 紀 代 は丸い形が多か ったが,家 を建 て る際,同

時 に四角い形 で構藻 され る事が 多 くな ったのであ る。

部屋 でオマ ルを使 い,便 所 の穴 に持 ってい って捨 てる

のが ・般 的で,便 所は… か所 しかないので どこで もオマ

ルを使 ってそ の場 合 はセ ス ピッ トの 中に捨 て にい く。 オ

マ ルは,写 真2-7の よ うな陶器 の ものや磁 器 ・ピュー タ

ー製 の ものが あった。便所 は18世 紀 まで,あ る時 は部屋

の角 にあ った り,あ る時 は壁 に囲 まれ てあ った(図2-

12),そ の 後19世 紀 に なる と便 所 は独立 して,家 の外 に

接 して造 られる ようになる。



2.2.4水 の給排水遺構 とシステム

17世紀末には個々の家が貯水槽 を持 っていた。図2-13

のように樽が2層,3層 に重ねられた形が15～17世 紀前

半までの貯水槽の普通の形であった。屋根から雨水が入

って くるが,掘 り抜 き形なので塩の混 ざった地下水 も上

がって くる。貯水槽に溜まった水は,手 押 しポンプで汲

み上げて使 った(写 真2-8)。 貯水槽が家に近接 してい

るのは,雨 樋の水を効率よく貯めるためである。貯水槽

の水 は洗濯等の生活雑水 として使 ったが,貧 乏な人々は

貯水槽の水 を飲んでいた。17世 紀からアムステルダム市

外の川か ら良質の水を汲んで くる事 も行われ,こ れは水

売 り商人が売 っていた。

図2-14は18世 紀の2槽 に分割 された貯水槽で,個 人的

に作った最後の頃のものである。18世紀末頃になると,市 が

町中に公共の大きな貯水槽を作って市民に供給 した。1850

年頃までは地下に水 を溜める形の貯水槽が使われていた。

2.2.5屋 根瓦

中世 には,屋 根瓦の葺 き方 に二つの方法があ り,一 つ

は平 らな瓦を鱗状 に並べるもので(そ れほど多 くはなか

った),他 は平瓦 と丸瓦の組み合わせの所謂 「本瓦葺」

であった。オランダの東側の地域は 「本瓦葺」であった

が,ア ムステルダムは前者であった(図2-15左)。

16世紀 に,建 物の基礎に長い杭 を地面 に打ち込むよう

になると同時に,桟 瓦タイプの瓦(以 後 「桟瓦」 と表記

する)が 出現する。「桟瓦」は16世 紀代か ら出土するが,

どこで最初 に作 り始めたのかは,職 人が大陸の中で移動

していたので,確 定できていない。 しか し,オ ランダは,

この 「桟瓦」の起源 の有力 な場所である。「桟瓦」 は,

オランダからスカンジナビア地方やイギリスにも輸出さ

れ,ヨ ーロッパ各地に広まっていった。

17世紀に入ると,鉛 粕をかけた 「桟瓦」が作 られ,18

世紀には,鉄 を多 く含む粘土を使 うので黒 く仕上げたも

のが流行 した。焼成は天井部が開口 した焚口1か 所の窯

で,瓦 もレンガも同じ窯で焼いた。瓦や レンガはライデ

ンの近 くで多 く焼いていたが,良 質の粘土が採れたため

であった。 またアムステルダム市内で も製造されていた。



2.3生 活の道具 ・容器とその使用方法

2.3.1照 明具

オランダでは脚付受皿付灯火皿ii2は,中 世か ら18世

紀 まで続 く典型的な灯火器である。土器や軟質陶器製で

あるが,鉛 の透明粕 をかけて仕一ヒげている。図2--16左

側の資料は,14世 紀末から15世 紀前半の時期で,テ ーブ

ルの上に置いて使った り,両 端の穴に紐 を通 し,吊 る し

て使用 した。図2-16右 側は16世 紀後半のもので,時 代

が下るにしたがい,テ ーブルに置 く事が主体 となり,そ

の為脚部が長 くなった。

ていた。 このティーポ ットを真似 してデルフ トやイギリ

スの諸窯 をは じめとしてヨーロッパ諸国で類似のティー

ポ ットが製作された(図2-18参 照)。 茶葉を保管する容

器として磁器製の四角いテ ィーキャディが使われた。中

国製,口 本製が多かったが,段 々と形 も複雑にな り金属

製の容器に代 わってい く。

ランタンは,17～18世 紀に流行 した。ブリキ製で窓の

部分は牛の角を溶かして,ガ ラス状にして製作 した。ロ

ーソクは16世 紀以前は,教 会等の特別な場所だけで使用

していたが,18世 紀には普通の家で も使 うようになる。

燃料(灯 油)は,15世 紀までは植物油であったが,16世

紀以降鯨油 を使 うようになった。鯨油はオランダの会社

がノルウエー沖で捕獲 し安かった。灯芯は主に麻を使った。

2.3.2茶

A;喫 茶 習慣 ・方法 文献記録 によれば,1610年 頃 に,

茶 は オラ ンダ人 に よりは じめて,ヨ ーロ ッパ に もた らさ

れた。最初 は 日本,中 国の緑茶 が輸 入 され,段 々 と紅茶

等 の茶が輸 入 される ようになった。 中国 にお ける煎 茶が

入 って きた ようで,17世 紀 には銅製の ポ ッ トで湯 を沸か

し,テ ィーポ ッ トに茶葉 と湯 を入れ て,カ ップに注 ぐと

い う飲 み方 であ った。1650年 頃 には,上 流階級 の人々だ

けが飲 んでい たが,1700年 頃 か らは一一般 に普及 した。 コ

ー ヒーやチ ョコ レー ト(コ コアの事)も17世 紀 に広 まっ

たが,そ れ以前 は,北 ヨーロ ッパで は温 かい飲 み物 を飲

む とい う習慣 はなか った。

B;道 具 テ ィーカ ップは,17世 紀 か ら中国製 品が大量

に輸入 され,17世 紀 後半 には 日本製 の もの も輸 入 されて

い る(図2-17)。17世 紀 後 半 まで は非常 に小ぶ りの磁 器

碗 と受皿 がセ ッ トで輸入 され,使 用 されてい た。 需要が

増大す る と,ハ ーグやデ ルフ トで は陶器 に文様 を描 き,

磁 器 染付 をまねた製品 を製造 した。18世 紀 後半 には,大

きめの碗 をコー ヒー用,小 さい碗 を茶用,筒 状 の碗 をチ

ョコレー ト用 として使い分 ける ようになる。
き こ ナ よ ノ　

ティーポットとしては,中 国宣興窯の急須が輸入され

2.3.3喫 煙 具

考古学 的 には,イ ギ リス ・オ ランダ両国 と もに16世 紀

末の時期 の,ク レイパ イプが出土 してい る注31。17世 紀 初

頭段 階での ク レイパ イプは イギ リス製 とオ ラ ンダ製 の形

態 は同 じであ るが,以 後 それぞれ個別 の形態的変遷 を遂

げる。それに対 して イタリア ・スペイ ン ・ポル トガルでは,

ス テムが竹 で,火 皿が金属製 や陶器製 の ものが作 られて

い だ 簡。 クレイパ イプを作 る粘土が,最 初 にいつ どこか

ら もた らされ たのか は不 明であ る。 しか し,17世 紀 のオ



ランダ製クレイパ イプの粘土は ドイッからもたらされた。

オランダでは17世紀末以降,火 皿が大 きくなって くるが,

これはタバコの供給量が増加 し,タ バコが安価で入手 しや

す くなったためと考えられている。タバコを切る職人がい

た事はわかっているが,ど の程度の大 きさにタバコ葉を

切っていたのかは不明である。17・18世 紀には,各 種の

長さのクレイパイプがあ り(図2-19),長 いもので60cm

位であった。オランダ製の特殊なクレイパイプとしては,

火皿に装飾のあるのは,オ レンジ派等の政治的派閥を表

していたし,ネ イティブ ・アメリカンへの輸出品もあった。

絵画にクレイパ イプの破片が散乱 している状態がよく

描かれているが,こ れは酔っぱらいのいる風景の象徴 と

して描かれたもので,ス テムを故意に折 ったりする習慣

はなかった。か ぎタバコは,18世 紀後半に上流階級の問

で盛んとなり,そ のか ぎタバコ入れは,多 くが銀製で高

級品であった。
みなくち

日本製の17世 紀中頃の水ロキセルがアムステルダムか

ら出土 している(図2-20)。 日本のキセルはかな りの量

が輸入 されていたのか,個 人的な土産なのか,現 時点で

は不明である,,

使用されな くなった。形態的には,17世 紀のものは,胴

中央部が角張っているが,18世 紀のものは丸味をおびる。

オランダでは,当 時階層 により使用する食器のセット

に差異があった。一般市民は土器や軟質陶器 に透明粕 を

かけた ものをよく使用 した し,少 し金持ちの人々は陶器

のフィアンスと言われる粕薬をかけた食器類 を使用 した。

最 も金持ちの層だけが磁器のセ ットを利用 していた。

2.3.4関 連するするその他の生活容器

A;ク ッキ ングポ ッ ト ク ッキングポッ ト(図2-21)

は直接炉で火にかけて,蕎 麦粥やオー トミールやスープ

等 を調理 し,写 真2-9の ようにそのまま食卓で食べる容

器である。17世 紀には,土 器に透明粕をかけた ものが一

般的であったが,金 持 ちは陶器製の ものを使 っていた。

18世紀になるとキッチンで鉄鍋で作った料理を,デ ルフ

ト等の陶器製の容器に盛 って,食 事をするのが一般的 と

な り,一 般の人々の間でもクッキ ングポッ トは,あ まり

2.3.5火 の道具

都市住宅の中で,17世 紀 までは,炉 が暖房であ り,ま

た煮炊 きの場であった。中世段階では,炉 も部屋の中央

部 にあったが,ア ムステルダムでは5,6階 建の建築が

出現する17世紀 には,炉 は部屋の壁際に設置 され,近 く

の床面には,中 国 ・東南アジア製の大 きな陶器壺を埋め

込み,灰 をこの中に捨てた。炉には上から鍋等 を吊す鉄

製の 「自在鍵」が下が り,土 器に透明粕 をかけたフライ

パ ンや鍋等が使われ,同 じく透明粕 をかけた土器の肉汁

受け(写 真2-10)も 活躍 していた。自在鍵の他 にフラ

イパ ン等を置 く,鉄 製の受台もあった。

A;火 覆 炉の火をこれでおお う事 により,火 の粉が風

で飛ぶのを防ぐ防火用である。中世では部屋の中央に炉
す りばち

があったため,火 覆 もちょうど播鉢 を逆にしたような形

態であった。しか し17世紀,炉 が壁際に作 られるように

なると,火 覆 も壁 に接着 してお くため,写 真2-11の よ

うに揺鉢を半裁 したような形態 となった。夜寝 る前に,

炭を壁際にまとめ,そ の上からおおって寝る。火覆には



上部に穴があいてお り,酸 素が供給 されて朝また使用す

る際には,種 火が残 っている状態であった。材質は透明

粕をかけた土器や軟質陶器製である。

B;足 温器 足元を温めるス トーブ。木製で,中 には透

明粕をかけた土器製の火入れを置 く(写 真2--12)。 この

火入れは時には卓上に置 き,ク レイパ イプに火をつける

役割も果たした。結婚する時,新 郎が足温器の外面に文

様 を彫 り,新 婦にプレゼ ントする習慣があった。

3.江 戸遺跡の発掘調査事例

3.1都 市施設 ・生活遺構

3.1.1都 市の埋立てと区画

江戸時代の埋立ての跡が発掘調査により検出されたの

は,現 時点では丸の内三丁目遺跡文3,溜 池遺跡JZ4),汐

留遺跡文`)が挙げ られる。丸の内 三丁目遺跡(千 代田区

丸の内三丁目)は,旧 都庁跡地で,徳 川家康が江戸 に入

国後,日 比谷入江が16世 紀末 に埋立てられた一部 と考え

られる。溜池遺跡(千 代田区永田町二r目)は,新 首相

官邸の場所で,赤 坂の溜池 を埋立てている。…番大規模

な埋立て遺構が,汐 留遺跡(港 区東新橋一一丁目他)か ら

検出 されている。汐留遺跡の埋 立ては,大 名屋敷が拝領

された17世 紀中頃と考えられる、,17世紀後半からは,隅

田川河口東岸の埋立てが進められるが,そ の前段階のも

ので,何 種類かの埋立てのための上留[法 が確認 された。

以下にその事例を見る。

① しが らみの土留は,松 杭 を傾斜させて立てて細めの竹

を横位 に松杭 を編み込むように張 り込む(図3-1)。 こ

の しが らみの内側には貝殻 を多 く人れてあった。恐 らく

は余分な水分が抜けやすいようにしているのであろう。

海 と逆の埋立て側 にはたおれないように,つ っかえが設

けられている。

②板柵状の土留は図3-2の ように板を横位,ま たは縦位

に設置 し,松 杭を縦に一定間隔で打ち込む ものである。

傾斜のあるものと,垂 直のものが確認 されている。傾斜

するものは,内 側 につっかえを持ち,唾 直の ものは,埋

立ての一番海側ではなく,内 側の埋立てる範囲を細分す

るための ものである。
むしろ

③莚を積み上げて土留 とする埋め立てがある、,

④石垣を作って埋立てするものがある,,

丸の内三丁目遺跡では,上 述の① と②が小規模ながら

検出されている。これらは,江 戸時代初期によく行われ

ていた土留の=[二法 と思われる。

3.1.2都 市住居に関する基礎 ・使用方法

A;基 礎 江戸の家々は,周 知のように木造であるが,

その基礎 についてい くつかの工法が確認 されている。一

つは,掘 立であるが江戸中期以降は発掘調査での検出例

は少なく,楚 石を持つ ものが多い。大名屋敷では,礎 石

の下に割 り石を敷 き詰めて強度 を増 している事例が多 く

確認されている。

地下部分の補強としては,低 地で桶 を基礎 とする事例

が溜池遺跡'1'F),文京 盲学校遺跡姐,等 から検出されて

いるが,こ れらは蔵の基礎 と考 えられる。

B;使 用方法17世 紀段階では,大 名屋敷の長屋で炉を

住居内に設けていた事例があるが姐,こ れは例外で,
かまと

江戸市中では炉ではな く移動可能なへっついや,竈 が作

られ,小 型の煮炊 きの器具 として,「 七輪」が広 く用い
た とん

られた斌 、,薪のほかに炭や炭団が燃料 として使われ,

使用中の燃料を再度利用するために火消壺が使われた。

火消壺は瓦質 もしくは,土 器質で,蓋 をする事により酸

素供給 を断ち,火 を消す。

3.1.3ゴ ミ ・大小便廃棄の遺構とシステム

A;大 小便 家の外 に便所が設けられたが,小 便には,

陶器のしびんも使われた。便槽 に溜められた大小便は,



江戸近郊の農家により,農 作物の肥料 として汲み取 られ

た。便槽の遺構 としては,汐 留遺跡をはじめとして,い

くつか検出されているが,比 較的小 さな桶や陶器甕が使

われる事が多かった。

B;ゴ ミ ゴミは,長 屋でも大名屋敷で も,長 方形を呈

する木枠のある半地下式のゴミ捨て場 に最初は捨 てられ,

それが大規模なゴミ捨て場 に集められて,船 に積 まれ,

海の埋立てに利用 された。ただ,す べてがこのルー トに

乗っていたわけではなかった。ゴミを捨てるにはそれな

りに費用がかかったため,堀 や川への不法投棄 も多かっ

た。 また大名屋敷等比較的空き地のある所では,文 京区

真砂遺跡文8〕のように屋敷の隅をごみ捨て場 として,大

きな穴を掘 り,地 中に埋める事 も多かった。

製の工夫された各種の灯火具が作 られるようになる。図

3-3は その代表的なものであるが,こ れらの灯火具には

鉛の透明粕 をかけた土器製品が多い。

ローソクも18世紀 には一般的となるが,ま だ高価であ

り,町 人は,菜 種油や鰯油等 を灯油 とした。そ して行灯,

提灯等に和紙 を張 り,照 度を増加 させた。都市江戸では

囲炉裏がな くなり,照 明具が暖房具 ・調理具と分離 し,

機能 ・形態 ともに独自の発展を遂げたことが特徴である。

3.1.4水 の給排水遺構とシステム

市内には,玉 川上水等が暗渠で引かれていた。地主や

大名等が水銀 といわれた 「水道料」を払い,江 戸城や大

名屋敷,町 屋にも給水 され,長 屋の住人 も共同の上水井

戸を利用 した。発掘調査事例では,写 真3-1の ように上

水の木樋がダイレク トに上水井戸に接続する事例が多数

検出されている。木樋の材質は杉,檜 が多 く,こ の方式

の上水道は明治中頃(19世 紀末)ま で使用 されていた。

上水道の引かれていない地域では,上 水の流れ落ちる所

で舟に水 を汲み,そ れを水売 りがかついで売 り歩いた。

3.2.2茶 の容器類

江戸時代,一 般庶民が飲んでいた茶は,煎 茶 とは違っ

たもので,初 期浮世絵 によく見 られるように釜の中に茶

葉 を入れ,煮 出 した ものであ った文'0)。煎茶 は,長 崎 を

通 じて,江 戸時代 中期以降,武 士階級を主体 とした文人

層へ浸透 し文11),大名屋敷の発掘調査で も煎茶 に使 う涼

炉が出土 している文S)。この背景には江戸時代 を通 じた

中国(仏 教 ・儒教)ブ ームがあ った文12〕。この煎茶 にな

くてはならないもの として,急 須がある。特に,宣 興窯

の急須は一流のものとして必須の道具であった。さらに

現代まで伝 えられた資料を見 ると,非 常に小 さい磁器小

杯が煎茶用 に使用 されていた事が分かる畑)。

3.1.5瓦

17世紀 までは,瓦 は大名屋敷等でも棟等の一部分に使

われる例が多 く,町 屋では特殊な建物だけであっだ測 。

18世紀に入ると桟瓦が作 られ,享 保期以降町屋の多 くも

桟瓦葺 となった。17世 紀時点での町屋に対する瓦葺の禁

止 の町触はなかったとされ文9〕,江戸時代初期の町屋で

は構造的に本瓦で全体 を葺 く事が不可能であったと考え

られる。

3.2生 活の道具 ・容器

3.2.1照 明具

江戸時代以前は土器の皿 を二枚重ねて,そ こに灯油を

入れて灯芯に火を点け,さ らにそのセ ットを灯台の上等

に置 く事が一般的であった。18世 紀以降,土 器製や陶器

3.2.3喫 煙具

江戸時代,日 本での喫煙は,主 にキセルによった。キ

セルは中央が竹で,吸 口と雁首部分が金属製の ものが一

般的であった。キセルのほかにオランダ製クレイパイプ

も江戸の6か 所の遺跡から出土 してお り,オ ランダから

江戸 にクレイパイプがもたらされていた事が分かる。

4.17世 紀における日本とオランダの関係

1600年,ロ ッテルダムを出発 し,南 アメリカのマゼラ

ン海峡を越えたオランダ船 リーフデ号が,豊 後の国に漂

着 した。その後,1609年 にはオランダ人が平戸に来航 し,

日本 との通商が開始 され,平 戸 にはオランダ人により商

館が建てられた。長崎では出島が1636年 に完成 し,ポ ル

トガル人が住んでいたが島原の乱後に追放 され,1639年

にオランダ商館 となる。鎖国体制が敷かれても,オ ラン

ダは日本 との通商を続けるが,中 国や朝鮮半島との物資

及び文化の交流は続いてお り,特 に中国人は長崎にも多

く居住 し,貿 易についてもその存在は大 きかった畑)。



4.1平 戸 の発掘

平戸で は,近 年発掘 調査や オ ランダにある文献類 の調

査 ・分 析 が 行 わ れ,商 館 建 物 の 調 査 が 進 め られ て お

り文14,オ ラ ンダ商館跡か らは レンガが出 上 してい る(写

真4-1文15)。 これ は明 らか にアムス テル ダムで使用 され

てい る,い わゆる イエ ローブ リ ック とレッ ドブ リックで

あ る。完 形の イエ ロー ブ リックは,縦17.6cm,厚 さ8.6

cmで,胎 土 は細 かい砂粒 で少 し大粒 の砂 粒 を多 く含 む。

色調 は黄色味 の強い黄褐色 を呈す る。 レ ッ ドブ リックは,

縦21.1cm,横10.8cm,厚 さ3.4cmで,色 調 は赤 味 の強

い赤褐 色 を呈す る。 イエ ロー ブ リックは 大 きさ,色 調 ・

胎土 等か ら16世 紀 後半 か ら17世 紀 代 に アムステル ダム近

辺 で焼 成 された もの と考 え られ る。 レ ッ ドブ リックの製

造 時期 は,一 般 に はや や イエ ローブ リ ック よ りも後 出 と

言 われてい るが,17世 紀 前 半以 降製作 された もので ある。

さらに,写 真4-2の よ うな 日本製 瓦質の レンガが 多数 出

土 してい る。平 戸商館 には,レ ンガ を船 のバ ラス トとし

て,オ ラ ンダか ら持 って きた ものであ ろ うが,す べ ての

必 要量 を持 って来 られる はず はな く,そ れ を手本 に,平

戸 近辺 で,瓦 質の レンガを焼成 した と考え られ る。

また現在 の ところ,平 戸 か らは,ク レイパ イプの出土

例 はない。

ガと比べてもオランダ製とはやや違った印象があ り,現

時点では生産地は不明である文181。

唐人屋敷跡(築 町遺跡)か らは,17世 紀中葉の宣興窯

の急須が出土 してお り斌,長 崎在住の中国人の間に,こ

の頃から煎茶が広がっていた事が分かる。また市内の遺

跡数か所か らも宣興窯の急須が出土 してお り,長 崎の日

本人の問にも煎茶が広まりつつあった状況が認められる。

5.ま とめ

5.1都 市施設 ・生活遺構の比較

5.1.1都 市の埋立てと区画

アムステルダム と江戸の埋立ての方法は,似 通ってい

る所があった。それは板柵で区画を作 り,そ の中を埋め

てい くとい う点である。 しか し細か くその内容を見ると,

より四角を意識 して埋立てるアムステルダムと,海 岸線

に平行にある程度長 く,柵 を作成 して埋立てを行ってい

る汐留遺跡例 とは違いがある。汐留遺跡の事例 は,大 規

模な大名屋敷内 という特殊性であるのか,今 後,隅 田川

東岸地域の17世 紀後 半以降の埋立ての事例 を,発 掘調査

し確認 したい⊂また,し がらみによる土留は日本独 自の

方法である。アムステルダムのように市が埋立てて,大

商人が家 を建てて売るとい う構造は,17世 紀後半,幕 府

に埋立てを願い出た,江 戸の商人 と共通点がある。

4.2長 崎

長崎では,17世 紀初頭から現在の築町地域等の埋立て

が行われていた。出島は15年 程前からの発掘調査により,

その範囲が明らかにされ,近 年は出島整備計画に基づ き

発掘調査が実施され,江 戸時代の出島の建物の復元が進

んでいる文16)。注 目すべ き出土遺物 としては,や は りク

レイパイプが挙げられる。クレイパイプの出土量は,他

のオランダ製の生活の道具 と比較すると極めて大量であ

る注8)。使用されて,煤 等が付着 しているもの もあるが,

未使用 と思われるものも多 く,恐 らくはクレイパ イプが

日本での贈答品ない しは商品としても,流 通 していた事

の表れと考 えられる,19)。通常の市内の遺跡か らもクレ

イパ イプは多数出土 してお りα,こ の事からも多 くの

クレイパイプが日本人の手に渡ったと思われる。

出島からはレンガも出土 しているが,平 戸の出土 レン

5.1.2都 市住居 に関する基礎 ・使用方法

A;基 礎 アムステルダムでは杭を深 く硬いシル ト層ま

で打ち込 んでいた、)江戸では低地に家々が建築 されてい

ったが,そ の多 くは1,2階 建であ り,17世 紀では瓦 も

葺かれていない建物がほとんどであった。そのため,基

礎工法 はそれほど発達する必要性はなかった。ちなみに

多 くの杭を地層深 くまで打 ち込む工法は,明 治時代初期

に東京の町に広 まる、,汐留遺跡ではレンガを用いる建物

に多数の杭を使った基礎遺構が検出されている。

B;家 とその配置 街路 に面する部分が非常 に狭 く,奥

に長 く伸びる敷地は,江 戸の町との共通性を持つ。ただ,

アムステルダムでは,そ の裏はほとんどの場合,庭 として

区分され,表 の家の住人により利用された。また,こ こ

がキ ッチ ンの発生する場 となった。そ して,そ こに貯水

槽 ・セスピッ ト,さ らにはキッチンが各家毎 に作 られる

ようになる。都市の区画割 りは江戸とアムステルダムは

類似 していたが,裏 庭の使い方は江戸 とは異なっていた。

都市江戸では,大 名,旗 本等武士階級が広い場所を占

め,ま た,家 の高層化は木造では難 しかった,と い う背

景があったのか。逆に大名屋敷の広大さは,ア ムステル

ダムと比較 した時の都市江戸の際立った特徴 と言えよう。

C;台 所 と暖炉 アムステルダムでは,17世 紀までは,

炉が煮炊 きの場であったが,キ ッチ ンが18世 紀に出現す

る。江戸では,金 持ちの家には台所があったが,長 屋等



では入口の隅に置かれた簡単な煮炊 き用の竈や七輪 を使

っていた。アムステルダムの貯水槽の水は生活用水で,

ポンプアップし,そ の場で使っていた。これは江戸の長

屋で,上 水井戸の回りで生活に必要な水仕事 をする状況

と類似 している。

5.1.3ゴ ミ ・大小便廃棄の遺構 とシステム

アムステルダムでは,ゴ ミと大小便はすべて各建物の

持つセスピットの中に溜められた。便所は建物の各階に

あ り,そ こで用 をたす場合 もあれば,オ マルの内容物を

便所から捨てる場合も多かった。江戸 にもオマルはあっ

たが,家 の中の便所 と便槽がパイプでつながっている事

はなかった。農家が肥料 として収集する事は,両 都市 と

もに行われていたが,江 戸の方が大小便 とゴミを分けて

お り,効 率は良かったのではないだろうか。

5.1.4水 の給排水遺構とシステム

アムステルダムでは,生 活用水は,雨 水 を地下貯水槽

に溜めてそれをポンプで汲み上げていた。江戸をはじめ

として日本各地の城下町では上水道が発達 してお り文20',

より清潔な水を飲めるシステムができ上がっていた。反

面,ア ムステルダムでは屋根 に降る雨水を有効に利用 し

ていたと言える。そ して貯水槽がある場所 も裏庭であり,

キ ッチンも含めて生活に必要な施設が裏庭部分に集中し

て作 られていた。 またアムステルダムでも飲料に適 した

川の水が売 られてお り,こ れは江戸 と同様である。

5.1.5屋 根と瓦のあり方

桟瓦の発明された有力な候補地がオランダである。桟

瓦は16世 紀に開発され,ヨ ーロッパ各地に伝播 した。ロ

ンドンでは1666年 のロン ドン大火に前後 して桟瓦が広 ま

る,、江戸で も享保年間の防火政策の一つ として桟瓦が普

及するが,そ の開始は17世 紀後半とも言われ,考 古学的

には18世紀初頭から出土す る。今回の調査では平戸 ・長

崎においてはオランダ製桟瓦の出土は確認で きなかった

が,平 戸にはオランダ製のレンガが持ち込まれてお り,

またオランダでは桟瓦とレンガが同じ窯で焼かれている。

桟瓦 も,そ の知識か実物が,オ ランダから日本にもたら

された可能性は,よ り高まったと言えよう。

5.2生 活の道具 ・容器の比較

5.2.1照 明具とその使用方法

「ランタン」 という言葉はオランダ語であ り,三 代将

軍家光にランタンが献上 されている文2ユ)。長崎出島では,

照明具ではないがオランダ人が使った透明粕の土器製 ク

ッキ ングポ ットが出土 してお り枷),オ ランダの生活用

具が出島にもたらされていた。照明具もまた基本的な生

活用具であ り,通 常 は高価なローソクを使用するわけに

はいかない。オランダ製の脚付受皿付灯火具は,現 在の

ところ長崎 ・平戸での出土は未確認であるが,日 本にも

たらされた可能性はあると思われる。

江戸では各種の土器製の灯火具が17世 紀後半から出現

するが,こ れらは形態的にもそれまで日本にはないもの

で,ま た土器に鉛透明粕 をかけるという技法 も中世まで

は 日本には見 られなかった技法である削)。ことに江戸

近郊で製造 された,透 明粕をかけた土器は,オ ランダの

透明粕薬をかけた土器に類似 している。上記の事から,

これはオランダからの影響で成立 した可能性がある。

5.2.2茶 等の容器類 と使用方法

茶 もコーヒーも17世紀初頭,オ ランダ東インド会社に

よりはじめてヨーロッパにもたらされた。当時は,コ ー

ヒーや茶 に関する基本的知識は欠如 してお り,17世 紀前

半にはワインの一種 として認識 されていた文22)。そのた

めか17世 紀代の中国や日本で作 られた煎茶用 と同じ小 さ

い磁器碗を,文 献ではワインカップと呼んでいる。

茶等の温かい飲み物 と砂糖が,広 まるのは17世 紀中頃

以降であ り,本 格的になるのは18世 紀に入ってからであ

る。各家で飲むと同時に,コ ーヒーハウスや喫茶店が出

現 し,市 民が集い,情 報の伝達 される場所 となってい く。

アムステルダムをはじめとするヨーロッパの茶は,日

本の煎茶とも同根である。日本で も17世紀以降,茶 を日

常的に飲む事が盛 んとなる。茶はその後のヨーロッパの

生活文化 には必須のものとなるが,茶,コ ーヒー,コ コ

ア等のカップ類は,17世 紀後半以降段々と把手の付いた

ものや,大 ぶ りのもの,チ ョコレー ト用の深いもの等が,

オランダやイギ リスからの注文で 日本 ・中国で製造され

ていく。磁器は17世紀代ではヨーロッパでは製造できず,
し こう

非常に高価であった。ヨーロッパの嗜好や需要が中国 ・

日本の磁器生産に影響 を与え,ま た ヨーロッパ各地の土

器,陶 磁器生産 も日本 に影響を与えていたのである。

5.2.3喫 煙具 とその使用方法

アムステルダムでは,ク レイパイプによる喫煙が,17

世紀初頭から急速に広 まるが,日 本で も同様 にキセルを

使用 した喫煙が,17世 紀前半から急速に広 まる。 日本へ

のタバコの伝播 については,キ セルの語源的解釈か らイ

ンドシナ地方か らとの見方が強かった文23)。用語からは

インドシナ地方が,伝 播の経路 とも考えられるが,よ り

広 く世界的に見れば,ス ペイン ・ポル トガル ・イタリア

ではラオと同様な煙管が使用 されていた事が分かり,こ

れとの関連を追求する事 も必要であろう。

アムステルダム市内か らは水ロキセルが出土 し,ま た

日本国内では相当数のクレイパ イプが各地か ら出土 して

お り,喫 煙方法はお互いの国に伝 えられていた。特 に長

崎出島のクレイパイプの出土量を見ると,こ れ らは日本



へ大量に輸入 されたものと考えられる。

5.3成 果と今後の課題

今回の調査で,具 体的に比較のための考古資料を実測

図化 して提示する事ができた。桟瓦や透明粕 をかけた土

器製の灯火器や陶磁器の生産について,日 本 とオランダ

の交流 と,相 互の影響があった 可能性が高まった嬢 。

また都市生活の実態比較ではアムステルダムでのキッチ

ンの発生や,貯 水槽やセスピットの地一卜構 造 と利用方法

が明らかとなり,江 戸 と類似 した点や異なった点が分か

ってきた。さらに現代の都 市生活(文 化的生活)の 中で

楽 しまれている茶,コ ーヒー ・ココアや タバ コ等の嗜好

品が,日 本で もオランダでも17世紀の都市の中で始まっ

ていた事が明 らかになった。

このような考古資料に基づ く都市生活の比較は,は じ

めての試みであり,全 体的状況を通覧する必要があった。

そのため,個 別事例の掘 り下げた分析は、今後の研究課

題 としたい。

<注>

1)現 在 の オラ ンダの 正式 国名 は,ネ ーデ ル ラ ン ト.[1国(Koninkrijk

derNederlanden)で あ り,こ れ は低 いf二地 を意 味 す る、,

2)オ ラ ン ダの 脚 付 受 皿 付 灯 火 具 は,上 皿部 分 に油 を 人れ,唾 れ

落 ちる 油 は下 皿 部分 に溜 ま る方 式 であ る。

3)17世 紀 初 頭 に イギ リス か ら アム ステ ル ダム へ,ク レ イパ イ プ

職 人 が 多 く移 住 して きて い る。 これ につ い て は,よ く言 わ れ

てい る よ う な ジ ェー ム ス ー一・世 に よる 厳 しい タバ コ禁令 が 原 因

とい う よ りも,職 人 た ち の よ り多 く稼 ぎた い とい う,経 済 的

理 由 が大 きい と思 わ れ る。

4)ヤ ン ・バ ー ト氏 らが 中 央 ア メ リカ の ア ンテ ィル'旨島 で発 掘 し

た こ の タ イ プの パ イ プ を 見せ て い た だ い た。Baart.」.M,W.

KrookenA.C.Lagerweij,NewfindsatFortAmsterdam,1990

5)参 考 文 献4の 溜池 遺跡 で も検 出 され て い る し,近 接 した以 一ド

の 同 名 の 遺 跡 で も埋 立 て 用 の 板状 土留 め も確 認 され て い る。

「地 下鉄7号 線 溜 池 ・駒 込 間 遺跡 周査 今:地 下鉄7号 線 溜 池 ・

駒 込 間遺 跡 発掘 調 査報 告 書7-1,1997ご

6)七 輪 には 石 製 の もの もあ る 。小 型 のヘ ッツ イは 戦 国時 代 末 に

東 南 ア ジア か ら堺 に もた ら され た もの だ とす る,森 村 健 一一氏

の 説 が あ る。 「森 村 健 一:堺 の発 掘 とそ の 成果,江 戸 東 京博 物

館 企 画展 シ ンポ ジ ウ ム,掘 り出 され た 都 市,江 戸 東 京博 物館,

1996」

7)江 戸 図 屏 風 を見 る と,町 の 角 に あ る3階 建 の 家 や,一 部 の 寺

社,大 名 屋 敷等 だ けが 瓦 葺 で あ る。

8)ア ム ス テ ル ダム で も故 意 に折 っ た りす る習 慣 が な い との 事 で,

きわ め て 大 量 の 出土 は,自 分 た ち だ け の使 用 のた め と は考 え

られ ない 。

9)林 子 平 が 長 崎 に 滞 在 した 折 に,土 産 と して 入 手 した ク レ イパ

イプ が 仙 台 の 塩 釜 神 社 に 保 管 ざれ て お り,こ の事 か ら も,多

くの 日本 人 が ク レ イパ イプ を人手 し得 た と推 測 され る。 仙 台

市博 物 館,林 子 平 展 一そ の生 涯 と思想 一・一一,L992

10)今 回 の調査 で,長 崎 市教 育 委員 会の ご厚 意で 見 せ てい た だい た。

11)荒 川 正 明 氏 は,「 京 焼 と乾ll」陶」 「乾LLIと 京 の や き もの 』展

(展 示 図録)1998の 中で 軟 貞陶 の伝 統 は 中 世以 来 の 土器 の 系譜

で は な い か とい う意 見 を 述べ て い るが,日 本 に も 七器 に透 明

紬 をか け る伝 統 は な く,こ れ は ヨ ・一ロ ソバ の 影 響,つ ま りポ

ル トガ ルや オ ラ ン ダの 影響 と考え られ よ う、,

*本 論 で使 用 した絵 画 はす べ て参 考 文 献(1)か ら引用 してい る、,

<参 考 文 献>

1)小 林 克,松 井 か お る,田 中実 穂,松 崎亜 砂 子:掘 り出 され た

都 市 一江 戸 ・長 崎 ・ア ム ス テ ル ダ ム ・ロ ン ドン ・ニ ュ ー ヨ ー

ク ー一(展 示 図 録),江 戸 東 京 博物館,1996
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